






 

研究目的 

 経口避妊薬服用後および卵巣機能不全にみる月経周期不順の婦人では,妊娠

以前の内分泌環境の変化や排卵の抑制または卵胞期の延長にともなう卵の変性

の可能性が考えられる。従ってもし妊娠した場合の胎児への障害の有無につき,

臨床的・基礎動物実験的に検討を行なった。 


